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ぶ・転倒・屈身・蹴る・打。投げる。捕えるなどの運動

様式を獲得する。このような日常生活に見い出す運動は

基礎的運動能力と呼ぶことができ，年令の進むにつれて

いろいろな遊戯やスポーツを身につけ，通例は興味や特

別な才能によって，一定のスポーツ種目に対して興味を

もつようになる。

その年令をナゴルニーは11～13才がオールランドな運

動能力づくりから特定のスポーツ種目の基礎技術の練習

を開始する時期であり，時がたつにつれて，そのスポー

ツ種目に対して興味が高まり熱心な練習をはじめるよう
（9）

になると述べている。かような意味からスポーツ種目に

よっては小学校年令から特定の種目を練習することが要

求されてきた。

サッカーはそのうちの一つの種目である。従って，サ

ッカーその他数種目のスポーツでは，文部省の通達をこ

えた対外競技が行なわれている。このようなことから，

上記のスポーツ種目は小学校においても学校管理下にあ

って激しいトレーニングが行なわれている現状である。

従来，運動選手についての体力および運動能力・機能

に関する研究は枚挙にいとまがなく， しかもそれらは高
(9)～(12)

等学校生徒または大学・一般を対象としたものが多く，

小・中学生についての調査は極めて少ない。

著者等はサッカーを特別にトレーニンしている少年達

について，体格・基礎体力・基礎能力およびサッカーの

基礎技術などを測定し，それらの平均ならびに相関関係

を検討したので報告する。

1 緒 論

わが国の授業時間における体育的活動を補う課外活動

は，教育制度のうえからも極めて古い，即ち明治24年の

小学校教則大綱に「土地の情況によりては， また，夏季

においては水泳を授くることあるべし｡」 とある。また

外国，特にイギリスの学校にあける正課時間外のスポー

ツ活動は古い伝統を有し，現在もまた盛んである。アメ

リカでは，正課(formalcurriculum)に対して課外

活動(informalcurriclum)を設け，校外行事(ext-

rmuralprogram), たとえば，スポーツ・デー，プレ

ー．デー，対校競技(interscholasticcompetitiom)
(1)(2)

などを位置づけている。

ところで，現行の教育課程では，学校教育法施行規則

に，特別活動を教科と道徳とともに3本の柱として，そ

れぞれ体育的身体活動を奨励することにしている。この

ねらいは，課外体育において，子どもの自主的・自発的

な体育的活動を行ない，社会性を養い，余暇を善用する

態度を養って，心身の健康を助長しようと企図している

のである。

対外競技は運動クラブ活動の成果を問う場面とも考え

られ，いずれの試合にしろ，学校を代表しての試合の性

格を有し，終局には勝利の追求という意味が大きい。そ

のため，たびたびその運用を誤ることも多くなってき

た。このような事情にかんがみ，文部省ではその行き過

ぎに警告を発し，昭和23年以降数回にわたって「学徒の

対外競技について」の通達にその基準を示した。しかし

ながら，オリンピック東京大会以降の客観状勢から， さ

いきんではこれが厳守されてないことから，文部省では

昭和44年3月，保健体育審議会に「学徒の対外運動競技

の基準の改善」を諮問し，同審議会の中間のまとめの発

表した段階では，対外運動競技をわが国青少年の体育・

スポーツの振興の一環という見地から考えて，その制約
(3)～(8)

がかん和される傾向をゑている。

人間は誕生のあと成長によって， 日常生活を営むため

に必要な種者の運動能力，つまり立つ。歩く 。走る・跳

2方 法

(1)対 象

被検者は11才（12名）・ 12才（16名）で秋田市立保戸

野小学校サッカー部員（5，6年生）13才（21名）・14才

（6名）は秋田市立東中学校サッカー部員（1， 2年生）

合計54名である。なお経験年数は最高5年6カ月，最少

※秋田大学教育学部
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才，斜懸垂腕屈伸～11.12才)，敏捷性（反復横とび)，

瞬発力（垂直とび)，筋力（握力・背筋力)，柔軟性（立

位体前屈・伏臥上体そらし)，持久走（1,500岬走～13.

14才)， 肺機能（肺活量）そのほか11～12才は連続さか

上がり，ジグザグドリブルを科し，それらの方法は文部
（14）

省のスポーツテスト実施要項によった。筋力計はK･Y・

S式を使用した。

サッカースキルテストには①ポールリフテング（利き

足の甲で連続パントキック）②ドロップ叉はポレーシュ

ート （16.5”の位置から標的に5回実施）③ドリブル(21

池の間に6本のポールを立てその間を往復）④ヘッディ

ング（5.5”の位置から標的に5回実施）⑤スローイン

（タッチラインに両足先を接しスローイン）⑥キックカ

（キックラインから18.3”巾内の延長上にキック）⑦シ

ュート （プレスしたポールを16.5”の位置から標的にシ

ュート）等を行なった。なお，①～⑥はサッカー・セプ
(15) (16)

ンテスト，⑦はサッカー・スキルテストをそれぞれ採用

したo

6カ月となっており， これら上記のサッカー部は古い歴

史を有し，秋田県下においては最も強いチームである。

(2)測定の時期・項目および方法

測定は昭和43年10月4日～20日までの晴天日， 11～12

才は秋田市立保戸野小学校グランド， 13～14才は秋田市

立東中学校グランドおよび秋田大学陸上競技場において

実施した。

なお，年令に対する発育・発達を考察する時には生年

月日より起算して測定日までに経過した期間を満年令で

あらわした。

測定項目として， まず形態計測では身長，体重，胸

囲，座高，上肢長，右上腕囲（伸位・屈位)， 左上腕囲

（伸位・屈位)，前腕囲（右・左)，大腿囲（右・左)，

下腿囲（右・左)，皮下脂肪厚（勝部右側部)，胸厚（矢

状径)，肩幅（肩峰幅）を測定し，各人の測定項目から

下肢長， ローレル指数を算出した。なお計測は藤田の生
(13)

体観察による生体計測法に準拠した。また測定にあたっ

てはMartin式人体計測器ならびに労研式皮下脂肪測定

器を使用した。

ついで機能測定として，走力（50郷疾走)， 跳力（走

り幅とび)， 投力（ハンドボール投～13．14才， ソフト

ボール投～11．12才)， 筋持久力（懸垂腕屈伸～13．14

表1 体位の測定値

3結果と考察

(1) 身体各部位計測値の結果

少年サッカー選手の形態測定の結果は表1に示した。
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（17）

それによると，昭和43年度文部省調査の全国平均値との 下腿囲

比較では，身長・体重。胸囲・座高・ローレル指数とも 動の範

全国値を上廻っているが，それはサッカークラブに入部 られる

した為か，それ以前からのものであるかは明らかでな また

い● い◎

(18)

また，各部位を名取等の調査資料による値（以下一般 次に

者と呼ぶ）と比較すると次のとおりである。上肢長では 2．Oc",

サッカー少年が各年令とも2～5c畑大であるのに対して, c"' 12

下肢長が4～9c畑も少ない。この傾向は年令が進むにつ ツカー

れて多くなっていく。これは秋田県児童・生徒特有の体 は各年
（19）

位即ち胴長型・ずんぐり型の特徴とふられる。上腕囲の て，胸

伸位は各年令とも一般者とほとんど差異は認め難いが， 肢の発

屈位では11才・3c", 12才・0.7c", 13才・0.9c", [4才 必要と
（19

0.6c畑と僅かではあるがサッカー部員が良い成績を示し 小野等

ているo 選手の

前腕囲については，屈位と同じく僅かに一般者が劣っ ことが

ているが，大腿囲の測定結果では少年サッカーは，一般 ②運

者より11才・3.7c", 12才。3.3c", 13才・4.0c", 14才。 測定

5.0c郷と全て高い値を示しており，サッカー特有の足で 13才・

ポールを扱う種目上・技術上の特徴的傾向をみることが 2に示

できる。このことに関しては下腿囲にもあらわれており，

表2運動能力の測定値

下腿囲では1.5～3.0c腕の範囲で大となっている。下肢運

動の範囲や強度が大であるため，周径の発達に特徴が承

られる。

また，皮下脂肪厚では両者に著しい差は認められな

い○

次に，胸厚については一般者より11才・1.3cm, 12才・

2.0c", 13才・2.3", 14才・2.0c",肩幅では11才・0.3

c", 12才｡1.8c", 13才・6.9c", 14才・6.2c郷と少年サ

ッカー選手が極めて大きな値を示している。胸囲の場合

は各年令とも1c郷程度より高い値でなかったのに比較し

て，胸厚・肩幅が良い成績を示しているのは，前述の下

肢の発達の顕著なことにゑられた如く，サッカー選手が

必要とする有利な条件をそなえているものと考えられ，
（19）

小野等のSheldonの三角図法に位置づけられたサッカー

選手の体型，即ちMesomorphs型に梢々似てきている

ことがわかる。

②運動能力の測定結果

測定項目は方法に示した通り， 11才・12才は13項目，

13才・14才は12項目にわたり各項目の成績はそれぞれ表

2に示した。
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（17）

各項目について文部省調査による全国値（以下一般者

と呼ぶ）との比較は次のとおりである。

敏捷性（反復横とび）では12才が0．4回劣るの承で他

の各年令は僅かではあるが全て良い成績を示している。

また瞬発力（垂直とび）は11才。9c", 12才・6c",13才

10c", 14才・5c〃と一般者の各平均値と比較して極めて

高い成績である。敏捷性より瞬発力に機能向上が発現し

たものと考えられる、サッカー選手の必要とするスポー
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（”）

ツ適性のなかには，敏捷性も重要なことから再度種々の

視点から研究を加えてゑたい。

筋力（背筋力・握力）のうち，背筋力については11才・

13ﾙ3， 12才・12ﾙ'’ 13才・20〃， 14才・18北9で一般者よ

り著しく良い成績を示している｡鈴総背筋力が形態的
測定値のうち，前腕最大囲と極めて高い相関にあること

を指摘しているが，当測定値ではむしろ大腿囲ならびに

下腿囲つまり下肢にあらわれている。これは前述のスポ

ーツ特性の結果によるものと考える。握力は，一般者と
（21）

比較して差は認められない，鈴木は前腕囲ならびに身長

と高い相関を示すことを指摘しているが，今回の測定値
とほぼ一致した。

柔軟性（伏臥上体そらし，立位体前屈）のうち，伏臥

上体そらしは背柱を中心にした伸展筋の作用であり，立

位体前屈は屈筋の作用である，当測定結果では一般者と

の間に差は認められなく，体育クラブに所属してトレー

ニングしている選手達にしては柔軟性が不足しているも
のと思う。

走力（50畑疾走）ならびに跳力（走り幅とび）の測定

結果によると，両項目とも各年令にわたり一般者より良

い成績を示し， 日常トレーニング効果があらわれてい

る。特に跳力では13才・52c", 14才・54c槐が良い測定値

を示し，前述の瞬発力と同じ傾向を示した。投力の場合，

11～12才のソフトボール投げでは一般者より11才・8c",

12才6c加と良い成績を示し, 13～14才のハンドボール投

げでは一般者より良いものの13才・0．3池， 14才・0．5”

と僅差に過ぎない。

筋持久力（11～12才は斜懸垂腕屈伸， 13～14才は懸垂

腕屈伸）では11才の承が一般者より5回多いのが目立ち，

他の各年令ではほとんど変りない，上肢の運動強度が弱

いため周径の発育・発達もまた少ないためであろう。持

久走（13～14才の1,500加走）については13才・52秒，

14才・40秒と一般者より非常に速い走力を示し，スタミ

ナが長距離選手なゑであ糾市活量は持久走と同じく各
年令層とも一般者より全て良い成績であり，その値も極

めて高い。肺活量が大きくても競技活動の低いものもあ
（24）

るといわれるが， この値の大きいことは，それだけ強い
（23）

運動を長時間継続できる能力をもっていることになる。

表3 サッカー・スキルの測定値
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(3)体力とサッカー・スキルとの相関

体力とサッカー・スキルに関しては投力・筋持久力お

よび持久走を除き11～14才まで各項目を一括して，それ
ぞれ相関々係を検討しその結果を表4に示した。

（25)(26）

スキルに対する各項目との関係を相関法によると次の
とおりである。

ポールリフテングについては， 身長(r=+0.265),

背筋力(r=+0.258)の2項目はそれぞれp<0.05で有

意性が承られ，垂直とび(r=+0.359),立位体前屈(r
＝＋0.427)， 50獅走(r=+0.592),走り幅とび(r=+

0.523)，ハンドボール投(r=+0.302)ではそれぞれ
p<0.01の危険率で有意な相関が承られた。しかし， ロ

ーレル指数，反復横び，懸垂屈腕等は極めて徴弱であ
るo

ドロップシュート叉はポールシュートに関しては， ロ

ーレル指数(r=+0.235)がp<0.05,背筋力(r=+

0.413)， ソフトボール投(r=+0.449)がそれぞれp<

0.01で相関に有意性がみられたのゑで，他の13項目では

有意な相関はゑられなかった。

ドリブルにおいては, p<0.05の相関で有意性のみら

れるのは背筋力(r=+0.249),持久走(r=+0.265)等

あり, p<0.01の項目はローレル指数(r=+0.576),垂

直とび(r=+0.341),立位体前屈(r=+0.532), 501w

走(r=+0.432)の5項目である。 ドリブルが瞬発力や

柔軟性，走力と極めて高い相関が承られることは，サッ

カー競技の特性として当然のことであると思われる。

ヘッディングに関しては，有意水準に達する項目は少

なく，身長(r=+0.214),体重(r=0.231),懸垂屈胸
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註※※p<0.01 Xp<0.05

(r=+0.273)等がそれぞれp<0.05,背筋力(r=+

0.545)，握力(r=+0.481)がp<0.01でそれの相関々

係には有意性が承られた。ヘッデイグは身長の高いもの

の有利であるのはもちろんのことであるが，筋力にも影

響されることの大きいことは， トレーニング計画に示唆

を与えるものと考える。

スローインとの関係を承るとp<0.05で相関に有意性

の承られるのはローレル指数(r=+0.216)のゑで, p<

0.01の有意水準に達しているのは身長(r=+0.512),

体重(r=+0.493),垂直とび(r=+0.545),背筋力(r

＝＋0.414)，握力(r=+0.333)50加走(r=+0.611),

走幅とび(r=+0.635), 〃､ンドポール投(r=+0.463),

ソフトボール投(r=+0.581),懸垂(r=+0.425),持

久走(r=+0.375)の11項目で体力全般に関係の深いこ

とは，スキルの難易度の低いことにもよるからであろ

う。

キックカでは，体重(r=+0.228),斜懸垂(r=+

0.372)，持久走(r=+0.257)の3項目がp<0.05の有

意相関を示し， ローレル指数(r=+O.321),垂直とび

(r=+0.308),背筋力(r=+0.314),立位体前屈(r=

＋0.581)， 50加走(r=+0.389),走り幅とび(r=+

0.372)，ハンドボール投(r=+0.522), ソフトボール

投(r=+0.562),斜懸垂(r=+0.327)等はそれぞれ

p<0.01で有意な相関が承られた。キックカはスローイ

ンと同じく，スキルそのものが他のスキルほど難しいも

のでないことが，各項目との相関々係を高くしているも

のと思われる。

シュートに関しては， ドロップシュートに承られるよ

うに有意水準に達する項目が他のスキルより少なく，背

筋力(r=+0.272)のみがp<0.01の危険率で有意な相

関がゑられるにすぎない。一定の距離から標的にキック

する正確性はスキルとしても高度のもので，経験の少な

いことが影響していることと考えられる。

4総 括

文部省の対外競技についての通達のかん和を要望する

声の高い今日，少年達の間には数種目のスポーツ活動は

極めて盛んになってきた。サッカーもその一つのスポー

ツと承られ小・中学生の学校管理下におけるトレーニン

グは激しくなり，対外試合も数多くなった。

このたびは，少年サッカー選手を対象として体格・運

動能力，サッカー・スキル等を測定し，項目別の平均値

の比較，その他相関々係等を検討し，次のような結果を

得た。

1 少年サッカー選手の体格は身長・体重・胸囲にお

いて，同年令層の全国平均値とほとんど差は認められな

い。しかし，他の部位即ち上腕囲の屈位において少し上

回り，大腿囲・下腿囲・肩幅等の成績では大巾に上回っ

ており，サッカー選手の特徴的体型に近くなっている。

2運動能力については，同年令層の全国平均値と比
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ベ，各年令とも瞬発力・筋力・跳力・持久力・肺活量等

が大きく上回っているが，敏捷性・柔軟性等には差を認

めることができない。

3体力とスキルとの相関については，ポールリフテ

ングの場合，垂直とび・体前屈・50獅走。走り幅とぴ・

ハンドボール投・ ドリブルではローレル指数・垂直と

び・体前屈・50加走，スローインとキックカでは身長・

体重・ローレル指数・垂直とび・背筋力・体前屈。50加

走・走り幅とぴ・投力等がp<0.01の危険率で有意な相

関が承られる。

また，比較的スキルの程度の高いドロップ叉はポレー

シュート，ヘッデング・シュート等のスキルについては

p<0.01の有意相関に達する項目は背筋力の承である。

なお,p<0.05の場合はドロップ叉はポレーシュトには

ローレル指数，ヘッディングには身長・体重・懸垂等が

承られるに過ぎない。

全サッカー・スキルと相関の高い項目は背筋力がp<

0.05～p<0.01の範囲で有意の相関が承られるの承で，

反復横とぴ・上体そらしの2項目はいずれのスキルとも

有意な相関はゑられなかった。
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名取礼二他：体力測定同文書院1963

小野・松田：スポーツ科学講座9 スポーツマンの

体力測定大修館1968

横堀・沢田：スポーツ科学講座5 スポーツ適性

大修館1965

鈴木慎次郎：体力測定法東洋書館1949

猪飼道夫他訳：スポーツの医学ベースボール・マ

ガジン社1966

宮島俊名：体育と運動の医学不昧堂1968

岩原信九郎：推計学による新教育統計法日本文化

科学社1957

四方．一谷：教育統計法入門日本文化科学社

1963

⑫

⑬
⑭
⑮
㈱

⑰

⑱

⑲

剛

⑳

倒
働

稿を終えるにあたり，測定に協力して下さった秋田

市立保戸野小学校平野教諭，佐を木教諭，秋田市立東

中学校浜野教諭ならびに両校の養護教諭に対し深甚な

る謝意を表します。

なお，本研究は昭和44年6月7日， 日本体育学会第

20回大会で口頭発表したものに補筆した。

鋤
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鯛
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